
 
 
 
 
 

IFALPAが採択 

 
 
 
 

 
 
 

世界のパイロットもＪＡＬ乗員を全面支援 
 
 4 月 8 日から 11 日までタイのチェンマイで、第66 回 IFALPA（国際定期航空操縦士協会連合会）の年次総会が開

かれました。日本の加盟組織である日乗連（日本乗員組合連絡会議）からJAL不当解雇撤回裁判の原告団の一人であ

る山崎さん（日乗連の議長）が参加し、JAL の不当な解雇について支援の訴えをしました。総会では不当解雇は安全

との関わりが大きいとして、JALの乗員への支援声明が満場一致で採択されました。 
日航の争議で IFALPAが声明を出すのは2度目。IFALPAが1国の1組合の争議で支援声明を決議するのは異例な

ことですが、それだけ、日本航空の解雇が国際的に見ても看過できない不当なものであることを示しています。 
 

 

 
    ＜総会会場にて、手前から2人目が山崎日乗連議長＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

不当解雇を撤回し 

安全・安心のＪＡＬを 
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解雇は不当だとして 

解雇撤回に向け訪欧を予定(5 月23～28 日) 

●ILO 本部＝ジュネーブ 

JAL の不当解雇に関する申し立てに対する早急な

対応を要請します 
 

●ITF(国際運輸労連)・IFALPA(国際定期航空操縦士協

会連合会)本部＝ロンドン 

ILOへの申し立てに対する協力など、JALの解雇

撤回闘争への引き続く支援を要請します 

日本航空乗員への IFALPA支援声明 

 

総会会場にて 手前より 2 人目が山崎日乗連議長 


